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令和８年度当初予算総額：３，８３６億　　５８８万５千円
令和７年度当初予算総額：３，６８８億７，０７５万４千円
　　
	一般会計
	令和８年度当初予算額
	１，６５６億９，８２１万　　円

	
	令和７年度当初予算額
	１，５１３億９，３４１万５千円

	
	令和７年度最終予算額
	１，５６４億　　９７５万５千円

	
	前年比　８当初／７当初
	１０９．４％

	大阪府営住宅

事業特別会計
	令和８年度当初予算額
	１，０３９億３，８５２万６千円

	
	令和７年度当初予算額
	１，２３０億３，８５３万８千円

	
	令和７年度最終予算額
	１，１７７億１，８９１万６千円

	
	前年比　８当初／７当初
	８４．５％

	不動産調達

特別会計
	令和８年度当初予算額
	　　　　４億４，５００万　　円

	
	令和７年度当初予算額
	　　  　４億４，５００万　　円

	
	令和７年度最終予算額
	　　　　５億６，８８５万３千円

	
	前年比　８当初／７当初
	１００％


　　企業会計
	大阪府

流域下水道

事業会計
	令和８年度当初予算額
	１，１３５億２，４１４万９千円

	
	令和７年度当初予算額
	９３９億９，３８０万１千円

	
	令和７年度最終予算額
	９８７億　　２９９万５千円

	
	前年比　８当初／７当初
	１２０．８％


	上段　令和８当初
中段　令和７当初
下段　令和７最終


〔　一　般　会　計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	1 総合交通対策
	924億6,140万8千円794億6,333万5千円　 

688億8,373万9千円


	◆道路及び街路の整備
221億9,172万2千円
（168億2,056万8千円）
道路ネットワークや都市の防災機能の強化等に資する府道大阪羽曳野線、茨木摂津線（仮称佐保橋りょう）、都市計画道路大阪岸和田南海線の整備を推進するとともに、新たに都市計画道路大阪瓢箪山線（第二寝屋川～府道大阪中央環状線）などの事業に着手する。
また、ビッグデータを活用した自動車交通流の分析結果を踏まえ、効果的・効率的な渋滞対策に取り組む。
【主要事業 1参照（15頁）】

◆交通安全対策等の推進
34億4,353万2千円
(32億7,711万7千円）
「第12次大阪府交通安全計画」に基づき、交通安全広報・啓発、道路環境の整備等を推進する。
自転車の安全で適正な利用に向け、交通安全教育の推進、自転車保険の加入促進、自転車通行空間の確保等に取り組むとともに、大阪・関西万博を契機に整備した広域的な自転車通行環境のさらなる充実を図る。
事故の多い箇所や通学路等において、歩道の設置、バリアフリー化等の交通安全事業を、優先度に応じて実施するとともに、「大阪府無電柱化推進計画」に基づき、無電柱化を推進する。
【主要事業 4 参照（38頁）】
【主要事業 5 参照（46頁）】

◆鉄道ネットワークの充実
335億3,317万9千円
（274億4,710万4千円）
大阪・関西のさらなる成長のため、広域鉄道ネットワークや、公共交通戦略の推進による都市鉄道ネットワークの充実を図る。
【主要事業 1 参照（19頁）】

◆快適な移動を支える交通サービスの充実
6億3,618万8千円
（7億4,329万7千円）
広域の路線バス運行等を担う事業者や市町村に対し車両購入費等の直接支援を新たに実施する。【補助制度創設】
大阪の成長に向けて万博で培われた新技術を活用した自動運転バスの実証実験、地域の多様な主体による「共創」の取組支援、訪日外国人等の受入環境整備など、地域公共交通の確保・維持等に取り組む。
【主要事業 2 参照（23頁）】
【主要事業 3 参照（31頁）】

◆連続立体交差事業の推進
117億5,811万3千円
（110億5,702万3千円）
踏切による交通渋滞や事故を解消し、市街地の一体化を図るため、京阪本線（寝屋川市・枚方市）、阪急京都線（摂津市）、南海本線・高師浜線（高石市）及び近鉄奈良線（東大阪市）において、道路と鉄道とを連続的に立体交差化させる事業を着実に推進する。
【主要事業 1 参照（22頁）】

◆鉄道施設耐震化の促進
1億3,160万6千円
（9,866万5千円）
主要な鉄道駅等において大規模地震に備えるための耐震補強事業を行う鉄道事業者に対して、国、地元市町とともに補助を行い、整備を促進する。
【主要事業 4 参照（36頁）】

◆道路等の維持管理　
206億2,511万8千円
（198億4,218万9千円）
橋りょうやモノレール等の道路施設について、「大阪府都市基盤施設長寿命化計画」に基づき、点検や予防保全対策等、戦略的な維持管理を推進する。
道路利用者の安全・安心を確保するため、橋りょうの耐震補強、橋りょう・トンネル・横断歩道橋等の修繕事業を着実に実施する。
【主要事業 4 参照（36頁）】
【主要事業 6 参照（49頁）】



	
2 治水対策
	368億3,260万5千円
364億  553万1千円
542億4,838万4千円

	◆河川等の整備
184億8,320万2千円
（182億0,692万5千円）
治水対策については、人命を守ることを最優先に、洪水リスクが高い河川から「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」の各施策を、効率的・効果的に組み合わせて実施する。
地下河川や中小河川などのインフラ整備を着実に進めるとともに、ため池など流域内の既存ストック活用の強化や住民自らの適切な避難行動に資するよう、水位計の設置を推進するなど、確実な情報提供を行う。
【主要事業 4 参照（40頁）】
◆砂防施設等の整備　
17億5,718万2千円
（15億7,396万8千円）
土砂災害対策については、人命を守ることを最優先に、「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」の各施策を組み合わせて、効率的・効果的な対策を推進する。

高精度な地形情報を活用し、土砂災害防止法に基づく新たな区域指定を行うとともに、土砂災害特別警戒区域内の既存不適格住宅の移転・補強を促すための補助制度の活用に加え、「災害発生の危険度」及び「災害発生時の影響度」の２つの指標により整備箇所の優先順位を付け、施設整備を実施する。
【主要事業 4 参照（41頁）】

◆地震、津波・高潮対策
52億1,520万5千円
（51億3,416万9千円）
南海トラフ巨大地震等による津波や高潮から府民の生命・財産を守るため、劣化が進んでいる三大水門の更新事業等を推進する。
【主要事業 4 参照（33頁）】

◆河川等の維持管理
111億2,784万6千円
（111億9,115万6千円）
河川施設等については、「大阪府都市基盤施設長寿命化計画」に基づき、詳細点検及び目視点検などで把握した堤防や護岸等の損傷状況、河道内の堆積や低下の状況、川沿いの市街化状況や氾濫時の影響などを考慮した計画的な対策を行い、戦略的な維持管理を推進する。また、地域と連携した河川美化活動等を推進する。
【主要事業 6 参照（49頁）】


	3 公園の整備
	64億2,744万5千円
62億5,417万6千円
63億9,821万0　円

	◆府営公園の整備
14億9,627万　　円
（16億4,469万3千円）
久宝寺緑地、大泉緑地等において、防災機能の向上を図るため、避難地の確保及び防災関連施設等の整備を推進する。　
【主要事業 4 参照（39頁）】

◆府営公園の管理
46億4,605万　　円
（44億8,398万4千円）
府民に親しまれる府営公園をめざして、指定管理者による公園管理を実施し、「大阪府都市基盤施設長寿命化計画」に基づき、遊具等の公園施設の点検や予防保全対策、更新の検討等、戦略的な維持管理を推進する。
また、新たな管理運営制度として、指定期間を20年とし、公園の維持管理に加え、施設整備からイベント企画・立案まで、公園全体の管理運営を行うPMO型指定管理や、公園の一部区域に新規施設を設置・管理運営するP-PFI型施設整備を導入するなど、民間ノウハウを活用し、利用者サービスを高め、公園の更なる魅力向上を図る。
【主要事業 6 参照（49頁）】


	4　住宅・建築施策
	39億  822万7千円
44億1,086万2千円
32億5,217万8千円
	◆くらしを支える安心な住まいの実現
8億0,922万3千円
（8億4,049万　千円）
住宅・建築政策の基本目標や施策の方向性を示す「住まうビジョン･大阪」を改定するとともに、安心・快適に暮らすことができる住まいの実現に向けて、住宅確保要配慮者の居住安定確保に向けた取組や、分譲マンションの管理適正化に向けた取組などを推進する。
【主要事業 5 参照（43頁）】
◆ひとと環境にやさしい建築物とまちの実現
1億8,842万3千円
（1億6,814万2千円）
カーボンニュートラルの実現に向けて、普及啓発に取り組むなど、住宅・建築物の環境配慮を誘導する。また、建築物等のバリアフリー化の促進【補助制度拡充】、「ビュースポットおおさか」など景観資源の魅力発信に取り組む。
【主要事業 3 参照（26頁）】
【主要事業 5 参照（45頁）】

◆建築に係る許認可・指導
4億5,624万3千円
（4億4,340万1千円）
建築確認、開発許可などの申請に係る審査・指導などを行うとともに、既存建築物の適正な維持管理及び違反建築物等への適正化の指導を行う。また、宅建業免許、建設業許可、経営事項審査、解体工事業の登録等の各種申請や届出、相談を受け付けるとともに、宅建業者及び建設業者等に対する指導監督を行う。
◆密集市街地対策・住宅建築物などの耐震化
17億3,898万5千円
（21億7,312万7千円）
「地震時等に著しく危険な密集市街地」の解消に向け、老朽建築物の除却や道路整備等に取り組む市を支援するとともに、延焼を強力に遮断する効果を有する延焼遮断帯（都市計画道路）の整備を推進する。
また、耐震性が不足している木造住宅や分譲マンション、広域緊急交通路の沿道建築物（建物及びブロック塀）、大規模建築物等の耐震化に向け、耐震診断、設計、改修等に対して補助を行う。【補助制度拡充】
【主要事業 4 参照（34頁）】
◆公共建築物の整備保全
7億1,535万3千円
（7億8,570万2千円）
営繕工事の設計、工事監理等を実施し環境にやさしい建築物の整備を推進するとともに、既存府有建築物の安全性・利便性の確保を図るための維持補修工事を行う。


	5 その他
	260億6,852万5千円
248億5,951万1千円
236億2,724万4千円
	◆大阪府流域下水道事業会計繰出金
140億0,500万5千円
（140億6,382万3千円）
◆未利用地の処理促進
3億3,893万　　円
（1億4,820万8千円）
都市整備部が所管する公有地において、その必要性を精査し、今後、利用計画がないと判断したものについては、積極的に処分を行い歳入の確保を図る。



	上段　令和８当初
中段　令和７当初
下段　令和７最終


〔　大阪府営住宅事業特別会計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	府営住宅の
整備・管理
	1,039億3,852万6千円
1,230億3,853万8千円
1,177億1,891万6千円
	◆府営住宅の整備
231億3,774万6千円
（212億8,530万4千円）
「大阪府営住宅ストック総合活用計画」に基づき、府民の居住の安定の確保を図るため、建設時期や住戸のバリアフリーの状況、団地ごとの需要や立地環境等に応じて、府営住宅の建替え（再編・整備）など適切に事業手法を選択し、ストックを有効に活用するとともに、地域のまちづくりに貢献する活用地の整備を行う。
【主要事業5参照（44頁）】
【主要事業6参照（51頁）】
◆府営住宅の管理
222億6,922万3千円
（205億4,913万8千円）
指定管理者制度により、入居者の安心・コミュニティを支える取組や、適切な募集、入居管理等を行う。
令和８年４月募集からは、新規入居する全ての住戸に府が管理する風呂設備を設置する。
【主要事業5参照（44頁）】
◆公債管理特別会計繰出金
494億3,477万７千円
（633億0,018万9千円）



	上段　令和８当初
中段　令和７当初
下段　令和７最終


〔　不動産調達特別会計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	公共用地の

先行取得等
	4億4,500万　　円
4億4,500万　　円
5億6,885万3千円
	◆一般会計繰出金
4億4,500万　　円
（4億4,500万　　円）
公園事業用地や道路事業用地の買戻しに伴い、一般会計への繰出しを行う。



	上段　令和８当初
中段　令和７当初
下段　令和７最終



〔　大阪府流域下水道事業会計　〕
	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	下水道の整備

・維持管理
	1,135億2,414万9千円
939億9,380万1千円
987億0,299万5千円

	◆流域下水道の建設改良事業
442億7,850万7千円
（308億5,494万　　円）
寝屋川外６流域下水道の水みらいセンター、ポンプ場の老朽化対策や増補幹線等の整備を推進する。
また、流域下水道及び公共下水道それぞれから発生する下水汚泥を、まとめて効率的に処理する施設の改築を実施する。
【主要事業 4 参照（37頁）】
【主要事業 6 参照（48頁）】

◆流域下水道の維持管理　 
351億4,565万4千円
（305億2,249万9千円）
流域下水道施設については、安定した下水道サービスの提供をめざして、「大阪府都市基盤施設長寿命化計画」に基づき、管渠や機械電気設備などの下水道施設について、予防保全を中心とした計画的な維持管理を着実に実践するとともに、施設の更新についても的確に見極めていくなど、「効率的・効果的な維持管理」を推進していく。
【主要事業 6 参照（48頁）】
◆水みらいセンターのエネルギー拠点化
3億4,996万9千円
（3億4,995万9千円）
水みらいセンターへ導入した大規模な太陽光発電システムについて、災害時は、同センターの非常用電源として使用し、平常時は売電を行う。



都市整備部　令和７年度一般会計補正予算（第７号）案等の概要U
	担当：都市整備総務課　予算グループ

担当者：小田・河合　

内線：２９６７
直通：６９４４－６７７０


補正額：　    ４１２億　　９４５万５千円
補正前予算額：　３，６９３億８，７１２万４千円

補正後予算額：　４，１０５億９，６５７万９千円

	一般会計
	補正額
	３０５億９，５１９万３千円

	
	補正前予算額
	１，５１９億０，９７８万５千円

	
	補正後予算額
	１，８２５億　　４９７万８千円

	大阪府営住宅事業
特別会計
	補正額
	８億８，５０４万　　円

	
	補正前予算額
	１，２３０億３，８５３万８千円

	
	補正後予算額
	１，２３９億２，３５７万８千円

	大阪府流域下水道

事業会計
	補正額
	９７億２，９２２万２千円

	
	補正前予算額
	９３９億９，３８０万１千円

	
	補正後予算額
	１，０３７億２，３０２万３千円


◎大阪府営住宅事業特別会計は第１号補正
◎大阪府流域下水道事業会計は第１号補正

〔　一　般　会　計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	道路、河川、
公園等の事業

	305億9,519万3千円
1,519億0,978万5千円
1,825億0,497万8千円
	国の「「強い経済」を実現する総合経済対策」の予算に伴う国庫補助事業費の追加


○主要事業

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	総合交通対策
	86億9,575万7千円
794億6,333万5千円
881億5,909万2千円

	◆道路及び街路の整備等　

橋梁・トンネルの老朽化対策や、国道176号外の無電柱化、一般府道大阪羽曳野線外の道路整備等を実施する。
◆鉄道ネットワークの充実

大阪モノレールの延伸を推進する。


	治水対策
	207億4,623万6千円
364億0,553万1千円
571億5,176万7千円

	◆河川施設等の整備

「防災・減災、国土強靭化の推進」のため、大雨による大規模な浸水や土砂災害の被害の防止、最小化を図る。

	公園の整備
	7億5,320万　　円
62億5,417万6千円
70億0,737万6千円
	◆府営公園の整備

久宝寺緑地、大泉緑地等において、防災機能の向上を図るため、避難地の確保及び防災関連施設等の整備を推進する。
◆府営公園の管理

緊急度の高い老朽化した施設や設備等の改修を行い、利用者の安全安心を確保する。



◎一般会計は第７号補正

〔　大阪府営住宅事業特別会計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	府営住宅の整備
・管理
	8億8,504万　　円
1,230億3,853万8千円
1,239億2,357万8千円
	国の「「強い経済」を実現する総合経済対策」の予算に伴う国庫補助事業費の追加
◆府営住宅の老朽化対策
府営住宅を良好なストックとするため、予防保全的な管理や機能向上を含めた改善を行う。



◎大阪府営住宅事業特別会計は第１号補正

〔　大阪府流域下水道事業会計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	下水道の整備

・維持管理
	97億2,922万2千円

939億9,380万1千円

1,037億2,302万3千円
	国の「「強い経済」を実現する総合経済対策」の予算に伴う国庫補助事業費の追加
◆流域下水道の整備

寝屋川外５流域下水道の水みらいセンター、ポンプ場の機械電気設備等の改築更新及び増補幹線の整備を推進する。



◎大阪府流域下水道事業会計は第１号補正
都市整備部　令和７年度一般会計補正予算（第８号）案等の概要
	担当：都市整備総務課　予算グループ

担当者：小田・河合　

内線：２９６７
直通：６９４４－６７７０


補正額：　　▲３７１億９，６０６万　　円
補正前予算額：　４，１０５億９，６５７万９千円
補正後予算額：　３，７３４億　　　５１万９千円
	一般会計
	補正額
	· ２６０億９，５２２万３千円

	
	補正前予算額
	１，８２５億　　４９７万８千円

	
	補正後予算額
	１，５６４億　　９７５万５千円

	大阪府営住宅事業特別会計
	補正額
	· ６２億　　４６６万２千円

	
	補正前予算額
	　１，２３９億２，３５７万８千円

	
	補正後予算額
	１，１７７億１，８９１万６千円

	不動産調達

特別会計
	補正額
	１億２，３８５万３千円

	
	補正前予算額
	　　　４億４，５００万　　円

	
	補正後予算額
	　　　５億６，８８５万３千円

	大阪府流域下水道

事業会計
	補正額
	· ５０億２，００２万８千円

	
	補正前予算額
	　１，０３７億２，３０２万３千円

	
	補正後予算額
	　　　９８７億　　２９９万５千円


◎大阪府営住宅事業特別会計は第２号補正
◎不動産調達特別会計は第１号補正
◎大阪府流域下水道事業会計は第２号補正

〔　一　般　会　計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	道路、河川、公園、住宅・建築等の事業
	▲260億9,522万3千円
1,825億0,497万8千円
1,564億0,975万5千円
	国庫補助事業費の確定等による減額



◎一般会計は第８号補正

〔　大阪府営住宅事業特別会計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	府営住宅の
整備・管理
	▲62億0,466万2千円
1,239億2,357万8千円
1,177億1,891万6千円

	国庫補助事業費の確定等による減額


◎大阪府営住宅事業特別会計は第２号補正

〔　不動産調達特別会計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	公共用地の

先行取得等
	1億2,385万3千円
4億4,500万　　円
5億6,885万3千円

	買戻し用地の増加による増額


◎不動産調達特別会計は第１号補正

〔　大阪府流域下水道事業会計　〕

	事業名
	事業費
	事業内容の説明

	下水道の整備

・維持管理
	▲50億2,002万8千円
1,037億2,302万3千円
987億0,299万5千円

	国庫補助事業費の確定等による減額


◎大阪府流域下水道事業会計は第２号補正
上段：当初予算


下段：（）前年度当初予算





都市格向上に向けた環境整備、広域自転車通行環境は、主要事業１に記載予定のため当該予算はこっちに計上（予定）





都市格向上に向けた環境整備、広域自転車通行環境は、主要事業１に記載予定のため当該予算はこっちに計上（予定）





上段：当初予算


下段：（）前年度当初予算





上段：当初予算


下段：（）前年度当初予算





上段：当初予算


下段：（）前年度当初予算





上段　補正予算案額


中段　現計予算額


下段　補正後予算案額





上段　補正予算案額


中段　現計予算額


下段　補正後予算案額





上段　補正予算案額


中段　現計予算額


下段　補正後予算案額





上段　補正予算案額


中段　現計予算額


下段　補正後予算案額





上段　補正予算案額


中段　現計予算額


下段　補正後予算案額





上段　補正予算案額


中段　現計予算額


下段　補正後予算案額





上段　補正予算案額


中段　現計予算額


下段　補正後予算案額
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